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⑴指導計画…
①単元・題材設定のねらい、理由　（＊６）
○「扇の的」の内容をもう一度読み込んで自分なりに考える。
○全国紙、地方紙、業界紙など、立場が違えば評価や書き方も変わることに注目し、情報の意義や価値は
多面的であることを考える。

②児童生徒の実態　（＊７）

③単元・題材全体の指導計画【全３時間】　（＊８）
平家物語の学習の後、３時間扱いで設定。
第１時　号外の構成や見出しなど、新聞記者からのレクチャー内容を指導。
　　　　全国紙・地方紙・業界紙など立場を決めて、作成する新聞の名前を考える。
第２時　資料を参考に下書きをする（記事を考える。写真のかわりに絵を描く）。
第３時　グループ内で意見交換、修正して清書。　→　後日掲示して発表。
④事前打ち合わせ　（＊９）
授業者と司書教諭…… 号外の作り方など説明、フォーマットの提供、新聞社との橋渡し、いろいろな地方

紙・業界紙の展示や、題字（新聞の名前）の紹介を提案。
司書教諭と学校司書…授業者の意図や流れ、必要とする資料を確認。
学校司書と授業者……用意した資料・情報を確認し、提供のタイミングを相談。
⑤資料・情報の選択・収集など　（＊10）
学校司書…… 図書資料、新聞号外の実物、Webサイトの紹介（新聞社のサイト内の号外、NIEのサイトに

おける号外説明、当時の社会や歴史的人物の肖像画などのサイト）。
司書教諭…… 新聞記者からのレクチャー内容を印刷して配布、号外フォーマットの作成、新聞協会加盟の

新聞社一覧を題字の参考として提示。

⑵実践記録…　　（＊11）
①指導のポイント（授業における資料・情報の利用、指導の工夫など）
第１時…初めに以下の説明をした。
○実際の号外を集めておき提示。１人１台端末を使いWebサイトで各新聞社の号外やNIEのサイトでの号
外の説明も参考に見せた。
○号外の作り方は、司書教諭が仲介し新聞記者のレクチャーをまとめたものを配布。
○５W１Hの書き方や見出しの表現の工夫も指導。
○参考資料を見て「○○新聞」以外の名前も多いことを確認、新聞名を考えさせる。

第２時…グループでの意見交換では、アドバイスのポイントを例示しておいた。
第３時…完成後、作品を廊下に掲示し、付箋で感想交換を行った。
　　　　　　　　→生徒作品は最後に参考資料として添付。

⑶成果・課題…
①資料・情報の活用、児童生徒の変容、教員の自己評価など　（＊12）
○作品を作るために教科書やこの時代の資料を何度も読み直したことで、平家物語の理解も深まった。
○多様な資料を使い、調べたりまとめたりすることができた。
○平家側、源氏側、与一の故郷の地方紙、瀬戸内海の漁協の業界紙、弓の製作会社などいろいろな立場の
新聞を作成したので、それを見せ合うことで立場が変われば記事内容が変わることを実感し、情報に向
き合う姿勢について考えることができた。
○また、作品を見た社会科教員が歴史新聞を夏休みの課題に出すなど、他教科への広がりも生まれた。

⑷その他　（＊13）

授業実践報告書　（＊５） 応募者【　司書教諭　＊＊＊＊　　】
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● 「実践報告書」は８ページ以内。実践したことを十分に説明できる枚数でまとめよう。
● 必要に応じて写真やワークシートなどを入れることもできる。８ページに入らない場合は、添付資料（20
点以内）とする。

● 単元のねらいが明確だと、それに対応して指導の手立てがきめ細かく検討・実施される。
● 学習成果と課題が、単元のねらいに対応して記述されているか確認しよう。

● 児童生徒の実態が明確に把握されていると、指導の手立てがきめ細かく検討・実施できる。
● 学習成果と課題が、児童生徒の実態に対応して記述されているか確認しよう。
● 児童生徒の実態を知るうえで、事前アンケートを実施することもできる。

● 新聞社や博物館など、外部機関との連携も視野に入れておくとよい。

● 事前打ち合わせは、誰といつ、何について打ち合わせをしたかを記述する。
● 資料や情報の選択・収集は、実物や印刷体の図書・雑誌・新聞等、デジタル体の資料やデータベースなど、
多様な種類、多様なメディアを念頭において、授業者のねらいをよく確認しよう。

● 図書資料だけでなく、新聞も学校図書館の資料である。授業展開の可能性を視野に入れて、日ごろから新
聞や号外を資料として保存しておくことも必要である。新聞社やNIE推進協議会に入手方法の相談もでき
るだろう。

● 複数の情報源を使う場合が多いが、授業のねらいによっては、例えば印刷体の絵本のみなどの場合もある
ことに留意しよう。

● 資料や児童生徒の活動などの写真があると授業の流れがよく見える。
● 配布資料や号外フォーマットなどのワークシート等も資料として添付するとわかりやすい。
● 実践について、次のような観点に留意して記述してみよう。
 ①学習のねらいと実態に即した資料であったか（資料・情報の選択・収集の工夫／資料・情報の適切性）
 ②資料・情報をどのように利用させたか（資料・情報の利用方法の工夫／適切性）
 ③目的に合わせて指導できたか（資料・情報活用の指導の方法の工夫／適切性）
● 外部の方からのレクチャーは、ICT担当との協働で、オンラインで行うなど、指導方法もICT利用を含めて
多様化している。

● 児童生徒の作品をデジタル保存し、タブレット端末で発表・感想交換をすることもできる。また保存する
ことで次年度にも役立てることができる（個人情報や著作権等への配慮が必要）。

● 実践を振り返ることで、自校所蔵の資料の鮮度や不足等の現状・課題に気がつく場合も多い。

● 実践報告を補足することを記述する。応募者の立場によっても記述内容は多岐にわたる。
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